
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 R7年度 総括表 
 

法人名 
医療法人 

博和会 
代表者 宇宿 慶一 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

バス停から近く、母体である愛宕病院をはじめ、周囲に施設、事業所があることから

協力を得やすい環境にある。また、スーパーも近くにあることから、ご利用者様にと

ってもご家族様にとっても立地条件がよい。事業所内はバリアフリーでワンフロア。

居室を出たらすぐに顔なじみの職員がいるということは安心感につながっている。 

サービスに関しては個別に対応しており、通い、泊まり、訪問は状況に応じて柔軟に

対応している。 

事業所名 
小規模多機能型居宅介護 

サンブライト愛宕Ⅲ 
管理者 山口 里佳 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 2 人 3 人 0 人 1 人 1 人 ０人 3 人 0 人 10 人 

項  目 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

Q1 

少なくとも常勤のスタッフが全員で事業所自己評価に取り組ん 

でいることが確認できましたか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q2 

事業所自己評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見 

が反映されていることが確認できましたか？ 

はい 5 いいえ 0 わからない 2 無記入 0 

Q3 

前回の改善計画に対して、スタッフ全員で具体的な取組みが行わ 

れていましたか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q4 

今回の改善の必要な点が明らかになり、その改善計画が具体的に 

立てられていますか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q5 

事業所自己評価に取り組んだ経過（姿勢）に対する意見 

・よく話し合いをされている印象です。自己評価を見る限りでは、職員間や利用者のコミュニ

ケーション、報連相も含めコミュニケーションをとても大事にされていると思います。自己

評価上ミスや課題も残ったとされいてる面もありましたが、日頃から常に改善に向けて取り

組まれている姿勢を感じます。 

・外国籍のスタッフが多くおられますが、よく話し合われ理解され、具体的な取り組みがなさ

れております。 

・職員全員で自己評価に取り組んでいることがわかりました。伝達ツールはノートのみでしょ

うか？サンブライト上小島ではタブレットによる情報共有が有効との評価がありました。 

・現在のノートによる伝達に加え、タブレッ

トやデジタルツールを活用した情報共有体

制を整備する。伝達ミスの防止と業務の効率

の向上を図る。 

 

・地域資源をカテゴリーごとに分類しファイ

ルを作成する。職員が必要な支援先を把握し

やすくする。 

 

・改善項目ごとに「何を」「どうする」だけ

でなく、「いつ」「どこで」「誰が」実施す

るのかを明確にし、役割分担を可視化する。 



・職員全員で自己評価に取り組み、課題等、改善に向けて意見や話し合いが行われている。 

Q6 

今回の改善計画が具体的かつ達成可能な計画になっているかについての意見 

1. 初期支援  

次回までの具体的な改善計画はやや明確さに欠ける。できている点で記述のある「タブレ

ット」をフル活用してみてはどうでしょうか 

2. 「～したいの実現」 

今年度、サンブライト茂木では利用者様の履歴書を作成。よい取り組みと思っています。

改善計画に取り入れてみてはどうでしょうか？ 

3. 日常生活の支援 

情報共有や言語化など「何を」「どうする」が位置づけられています。「いつ」「どこで」

「誰が」行うのでしょうか？実施後の報告や伝達ミスの課題は改善計画に反映されていま

すか？ 

5. 多機能性のある柔軟な支援  

地域資源の活用事例は、「独居で安否確認と食事確保が必要なケース」などカテゴリー化

し該当する社会資源をリストアップ、紙媒体でファイル化すると社会資源の整理、理解度

が低い職員の学習になるのではないでしょうか。 

6. 連携・協働  

次回までの改善計画に「何を」「どうする」が位置づけられています。「いつ」「どこで」

「誰が」おこなうのでしょうか？ 

7. 運営  

2025.11.25運営推進会議にて、ご家族様より「写真による情報発信により利用者様が何を

しているのか理解できる」とのコメントがありました。サンブライト愛宕Ⅲでは職員の協

働のもと行事やイベントが多数開催されています。情報発信するほうに力を入れてみては

どうでしょうか？ 

9. 人権プライバシー  

虐待や人権に留意し、今後もケアをお願いします。「次回までの具体的な果然計画」の実

行をお願いします。 

・具体的だと思います。しかしスタッフの業務負担も多い中で改善する事が難しい場合もある

かと思います。無理なく改善出来たらと思います。その為にムダ、ムラ、ムリが無いか改めて

業務をチェックしてみるといいかもしれません。 

・職員の皆さま、利用者様に対し良く世話しているので安心です。 

・出来るところから頑張って取り組んでほしい。 

・具体的な内容までよく記載され、効率的、達成可能な計画になっていると考えます。 

Q7 

「自己評価」をテーマにした自由意見 

・去年同様、自己評価に関して地域関係や他職種連携等が低い傾向になる様子ですが、今年は

積極的に地域活動に参加されていた印象があります。まずは人と繋がる事から初めてみると



どんどん新たな縁が繋がるかもしれません。社会資源を知る事も大事ですが、可能であれば

実際に「見る」というステップが踏めたらなと思います。 

・日々、改善されている様子がよくわかりました。 

・細やかな点まで考えて良くされていると思います。 

・それぞれの思いを話し合いまとめていくのは大変な作業であると思います。 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

Q1 

前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

はい 4 いいえ 0 わからない 3 無記入 0 

Q2 

家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされていますか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q3 

事業所は、居心地がいい空間になっていますか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q4 

事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q5 

日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていませんか？ 

はい 5 いいえ 0 わからない 2 無記入 0 

Q6 

上記５つのチェック項目に関する意見 

・事業所はいつも綺麗にされている印象です。職員さんも挨拶をしてくれます。 

・実際に外部から入りますと、入所者にとって快適な環境づくりに取り組んでおられる様子が

よくわかります。 

・事業所と地域のかかわりシートのフォーマットの違いから、「事業所のしつらえ・環境」に

関する前回の改善計画、次回(令和 8年度)の具体的な改善計画は読み取れませんでした。 

・職員が気持ちよく挨拶してくれるので、訪ねやすい雰囲気がある。 

・環境整備には常に細かい配慮がなされていると訪れたときに感じました。 

Q7 

「事業所のしつらえ・環境」をテーマにした自由意見 

・暖かい雰囲気なので、利用者さんも穏やかに過ごせるようにしていると思います。認知症の

利用者も多いと思いますので居心地のいい空間づくりが大事だと思いますので、引き続き居

心地のいい空間を維持してもらえたらと思います。 

・室内に入ることがないので、室内の様子はよくわかりませんが、外にプランターを置かれて

植物を植えるなどプラスαの環境を考えられています。 

・臭いや音については大丈夫です。 

・手指消毒や定期的な換気、共用部分の消毒

を徹底し、感染症対策と衛生管理を継続的

に実施することで、利用者とご家族が安心

して過ごせる環境を維持する。 

・季節の植物や装飾などを取り入れ、日々の

生活に彩りと心地よさを感じられる工夫

を行う。 



・この管理を維持されるようお願いします。 

・重度化リスクの高い利用者が生活する場でもあるため、引き続き感染症予防対策を徹底して

ください。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

Q1 

前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q2 

職員はあいさつできていますか？ 

はい 7 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

Q3 

事業所は、地域の方に知られていますか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q4 

何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい場所になっていますか？ 

はい 7 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

Q5 

事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

はい 7 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

Q6 

上記５つのチェック項目に関する意見 

・職員単位では地域住民との関係性を意識して挨拶したり、本人に関わりがあるような方には

話をしてみたりされている印象で素晴らしいと思います。また以前から地域との関わりが薄い

と自己評価をされていましたが、認知症カフェの参加やその他地域活動への参加を積極的に取

り組まれていると思います。利用者が地域と、地域が利用者と繋がる機会となり顔なじみにな

りつつあるなと感じます。 

・交流をつうじて地域の方によく理解され、また、地域（自治会）の行事に積極的に参加して

いただいております。 

・認知症カフェにより地域の繋がりを継続させようとする姿勢が伺えました。 

・地域の人はサンブライト愛宕の施設は知っていると思うが、細やかな中身まではわからない

と思う。 

・職員のあいさつがきちんとできている。 

Q7 

「事業所と地域のかかわり」をテーマにした自由意見 

・地域活動について、利用者を連れて行くことによって元々の地域の馴染みの方と会えたり、

活動に参加する事で利用者もいつもよりしっかりした表情をしている印象を受けます。認知

症の方は特に良い刺激となっている様子が見受けられますので、無理ない範囲で継続して頂

けるといいのかなと思います。 

・地域住民が気軽に立ち寄れるよう、掲示物

やイベント案内を工夫し、親しみやすい空間

づくりを行う。また、ボランティアの受け入

れ体制を整え、参加しやすい環境を整備す

る。 



・地域に住み、施設を利用させていただいておられる入所者もおられることから、地域と連携

した施設となっております。 

・地域清掃など継続的に行っていただき感謝しかないです。 

・参加が可能な地域の交流イベントに協力していく。 

 

 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

Q1 

前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q2 

利用者を事業所の中だけに閉じ込めていませんか？ 

はい 4 いいえ 2 わからない 1 無記入 0 

Q3 

利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われていますか？ 

はい 5 いいえ 1 わからない 1 無記入 0 

Q4 

事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

はい 7 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

Q5 

利用者以外のご近所の心配な方に、事業所はかかわっていますか？ 

はい 3 いいえ 0 わからない 4 無記入 0 

Q6 

上記５つのチェック項目に関する意見 

・利用者を積極的に地域に関わってもらうよう支援している印象です。社会資源においてはま

ずは人と繋がる所からが大事かと思います。無理ない範囲で今の支援を継続されてどうでしょ

うか。 

・事業所評価のどれが「D地域に出向いて本人を支える取り組み」の改善計画なのか明示して

もらえたら助かります。 

・当地域の方も利用され、当地域の情報を会議でお伝えいたしております。また、積極的に地

域のイベント（盆行事）に参加していただいております。 

・どの程度地域に参加しているのかなど実績がわかりやすくなれば。 

・職員それぞれの視野が広がり支えていけるように、経験や技術を向上できる取り組みをして

はどうか。 

Q7 

「地域に出向いて本人の暮らしを支えている」をテーマにした自由意見 

・高齢者が増え行く中でフォーマルサービスで支えるには、支え手が不足していく状況下で、

これから地域資源と家族や近所の方の関わり等インフォーマルな視点が大事です。事業所と

して地域に知ってもらい信頼関係を築くことは将来的に事業としても良い影響になると思い

ます。また地域住民としても自分が住む地域にある事業所を知る機会となると思います。 

・地域資源の情報を積極的に収集し、支援に

活用できるよう整理する。 

・もってこいカフェなど、交流の機会となる

活動への参加を促す。 

 



・送迎時に危険個所を発見した場合、地域（自治会）に報告していただき、関係機関と協議・

改善しております（蜂発見報告をいただき巣を除去しました）。 

・機会をとらえて、いろんな場へと利用者を連れて行ってくれています。 

・職員のスキルが向上するような取り組みを継続してほしい。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

Q1 

前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q2 

運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されていますか？ 

はい 7 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

Q3 

運営推進会議では、地域の心配の方等の事例検討が行われていますか？ 

はい 5 いいえ 1 わからない 1 無記入 0 

Q4 

運営推進会議では、地域での取組みを一緒に取組もうとしていますか？ 

はい 7 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

Q5 

運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？ 

はい 7 いいえ 0 わからない 0 無記入 0 

 

Q6 

上記５つのチェック項目に関する意見 

・運営推進会議では参加者からの質問や要望に誠意を持ってしっかり応えようとしていて毎回

活発な会議を行っている印象です。 

・事業所評価のどれが「E運営推進会議を活かした取組み」の改善計画なのか明示してもらえ

たら助かります。 

・運営推進会議では、活動内容をもれなくわかり易く説明していただいております。また、専

門的な内容については質疑をおこない、追加説明をしていただいております。 

・運営推進会議では、自治会の方などから地域で心配な方がおられるとの発言はあるが検討す

るまではできていないと思う。 

・地域の事例検討会についての実例はない(プライバシー、個人情報もあり難しい)。会議にお

いても地域の方が参加できるような事業所作りに努める。そうすることでさらに地域に密着で

きるのでは。 

Q7 

「運営推進会議を活かした取組み」をテーマにした自由意見 

・毎回しっかり会議資料をまとめ、参加者にも意見が無いか促しながら活発な会議になるよう

努めてらっしゃると思います。 

・地域の心配な事例や課題について、運営推

進会議で具体的なケースを取り上げ、地域包

括支援センターや民生委員と連携しながら、

支援方法や対応策を話し合う機会を設ける。 



・会議では、事業所の取り組みがわかりやすく説明されています。 

・地域では、高齢化が急速に進んでおりますので、推進会議で伺った内容を自治会活動に活か

したいと思います。 

・出席の方はその資料を基に活発に意見交換会ができ、連携も取りやすくなっていると思いま

す。 

・認知症についての学習の実施。 

・メンバーとして参加いただけるよう声掛けしていく。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

Q1 

前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

はい 5 いいえ 0 わからない 2 無記入 0 

Q2 

事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

はい 5 いいえ 0 わからない 2 無記入 0 

Q3 

事業所は、地域の防災訓練に参加・参画していますか？ 

はい 4 いいえ 1 わからない 2 無記入 0 

Q4 

事業所の防災訓練に参加したことがありますか？ 

はい 4 いいえ 1 わからない 2 無記入 0 

Q5 

災害時、事業所は頼りになりそうですか？ 

はい 6 いいえ 0 わからない 1 無記入 0 

Q6 

上記５つのチェック項目に関する意見 

・防災・災害の際の対応について、よく自治会長からも確認がされており、その際の対応もよ

く話合われている印象です。また事業所同士で避難訓練等も合同で行っており、意識を高くし

て取り組まれている印象です。 

・令和 7年 6月に、事業所の避難訓練に参加させていただきました。スタッフの皆様方は、よ

く訓練されておられる様子がよくわかりました。災害時の避難所として、利用させていただく

ようにいたしております。 

・事業所自己評価のどれが「F事業所の防災・災害対策」の改善計画なのか明示してもら 

えたら助かります。 

・災害計画については見える化した方がよい。 

・運営推進会議にて消防団の方に来ていただくことでさらにわかりやすくなるのでは。 

Q7 

「事業所の防災・災害対策」をテーマにした自由意見 

・災害が多く、福祉事業所も被災した場合どうするか等ここ数年で災害に対する対策を平時の

内に行う機運が高まっています。備えすぎるということではないと思いますので、引き続き

・感染症対策を十分に講じたうえで、地域住

民の参加も促しながら避難訓練を実施す

る。 

・地域で行われる防災訓練の内容を把握し、

連携の可能性について運営推進会議で協

議する。 

 



議論・検討を続けて頂ければと思います。 

・「非常災害対応マニュアル」を見せていただきましたが、よく検討されていると思いました。

また、災害発生時の事業継続計画（BCP）の作成にかかられているとのこと、大変重要な点と

思います。 

・夜間を想定した訓練の定期的な実施。 

・防災計画の定期的な見直し。 

・外部講師による救急法の開催。 

・備蓄や災害時の対応をマニュアル作成する。 

 

その他 

・今年度は積極的に地域活動に利用者が参加する機会作りをされていたと思います。私達の地域課題の一つに坂道階段が多い事、それに伴い

高齢者が ADL が低下すると坂道階段が障害になってしまい公的支援を受けている方が多い中、地域活動に参加できない事が課題となってい

ました。そんな中、貴事業所では利用者を現地に連れていき一緒に見守ってもらえている事はとても大きな意義があると思います。実際地

域に連れていくことで普段会えなかった近所の方と会って話に花が咲いていた場面を見る事がありました。利用者の QOL の向上に貢献して

いると思います。またそういった支援をする中で、職員さんにも利用者の QOL の向上に繋がっていると実感して頂ければ、更にやりがいを

持ち、介護の仕事のモチベーションが向上し結果的に質の向上にも繋がばいいなと思いました。業務多忙の中なかなかそういった支援は大

変だと思いますが無理ない範囲で継続して頂けばと思います。 

・地域かかわりシートにて評価するにあたり、事業所自己評価のみでは情報が不足します。地域かかわりシートの設問に対した参考資料提供

をお願いします。 

・スタッフの皆様の活動に感謝申し上げます。 

 

・貴施設とその活動は、地域社会にとりかけがえのないものですので、今後ともよろしくお願いします。 

 



 


